
ヒグマとのあつれきを
避けるために
－ヒグマのこと、もっとよく知ろう－

「ヒグマと人間のあつれき」と聞いて、皆さんはどんなイメージをもつでしょうか？

▲

皆さんがよく見聞きするのは、山菜採りやキノコ採りなどでヒグマに襲われる人身事故ではないでしょう
か。北海道における人身被害の報告は毎年数例で、そのうち死亡事故に至る事例はおよそ２年に１度です。
一方、あまり知られてはいませんが、ヒグマとのあつれきの大半を占めるのが農作物の食害です。農業被害
は年々増加傾向にあり、そのために多くのヒグマが捕獲されています。▲

こうした背景から、平成２０年以降、環境科学研究センターと林業試験場は共同で被害発生のメカニズム
解明などに関する研究を行ってきました。このパンフレットは、その成果をより多くの方に知っていただく
ために作成しました。▲

深刻化する農業被害に加え、近年、市街地など人間の活動域にヒグマが出没する事例も増えてきました。
あつれきを回避、あるいは減らすために今からでも取り組めることがあります。このパンフレットが、ヒグ
マの生態をより深く理解していただき、自然と賢くつきあうための方策を考えるきっかけになれば幸いです。

北海道立総合研究機構

環境科学研究センター・林業試験場



ヒグマのことを知ろう

世界のヒグマの分布地域と絶滅地域

ヒグマは北半球の中緯度以北に広く分布し、生息する環境も温帯の広葉樹林から
草原、半砂漠、亜寒帯の針葉樹林、ツンドラまで多岐にわたります。
歴史的にみると、早くから農業・畜産業が進んだヨーロッパ・北アメリカの温帯
地域でヒグマが絶滅しています。

■：現在のヒグマの分布　■：過去にヒグマが生息したことがある地域

ヒグマの生活と食べ物
●冬眠入りの時期
秋の食物が豊富だと遅く、
不足すると早く冬眠する傾
向があると考えられます。

ヒグマは通常、森林や自然
の草原で植物や昆虫類など
を食べています。
自然界から得られるこうし
た食物の端境期で、農作物
の収穫期にあたる晩夏期
に、農作物を食べるヒグマ
が出てきます。

●冬眠明けの時期
３月中旬から５月上旬まで
と幅があります。
若いオスは早く、出産後の
メスは最も遅い傾向があり
ます。

道 東 地 域 で は
1990年 代 以
降、冬も活動し
ているヒグマが
見られます。
エゾシカを食糧
にできるように
なったためと考
えられます。

●出産時期：２月１日頃
妊娠したメスは冬眠中に1～3
頭の子グマを出産します。



 

ヒグマのことを知ろう

北海道のヒグマの代表的な食物

ヒグマと人間のカレンダー
（あつれきはどこで起きている？）
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捕獲数とは…
狩猟による捕獲数と有害捕獲数とを合わせて、「捕獲数」と定義しています。このうち狩猟による捕獲はわずかで、
近年では20％未満となっており、捕獲数のほとんどは有害捕獲によるものです。有害捕獲は、農作物被害や人身
被害が発生した場合あるいはその予防を目的として、北海道からの許可に基づき実施される捕獲で、近年農作物
被害額・有害捕獲数ともに増加傾向にあります。

近年、６－９月
・家畜被害は1970年代頃から激減しましたが、それと入

れ替わるように、農業被害は年々増加の一途をたどって
います。

・農作物が食べられてしまうといった実質的な被害だけで
なく、ヒグマの存在自体が脅威となり農作業に支障をき
たし、収穫時期が遅れてしまうなど、結果として農業被
害となるケースが頻発しています。 　

ヒグマの食害を受けたデントコーン
通年の捕獲数の増加は、初夏から晩夏の

捕獲数の増加を反映している

増加する農業被害



の捕獲数が急増

ヒグマに荒らされたデントコーン畑 捕獲されたヒグマ

捕獲数の推移
－季節で分けると見えてくる－

春・秋の捕獲数に一定の増減傾向が見られないのに対し、初夏・
晩夏の捕獲数は1990年代以降顕著に増加しています。
Ｑ．要因は何でしょうか？
Ａ．ヒグマにとって農地は、最も簡単に大量の食物を得
られる場所です。農作物の味を覚えたヒグマは繰り返し
農地に侵入するため、対策を施さないでいると被害は増
える一方になるといえます。

Ｑ．ヒグマの数が増えている可能性は？
Ａ．それを証明するためのデータが十分でなく、はっき
りしたことはわかっていません。しかし、初夏・晩夏の
増加率の高さは生息数の増加だけでは説明できません。
この時期の捕獲は農業被害の発生に伴う有害捕獲が大半
を占めており、農作物に依存したヒグマの増加を反映し
ていると考えられます。

Ｑ．山の実りが不作だとヒグマの出没が多くなるとよく
聞きますが？

山の実りとの関係は・・・?

増加する農業被害
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ドングリ類は結実
渡島半島の８年間（2002～2009年）の

Ａ．渡島半島では、ブナ・ミズナラがそろって凶作の年、10月以降も人里へのヒグマの出
没が続き、晩夏期と同じくらいの数のヒグマが捕獲されています。
この時期に捕獲されるのは、生ゴミなどの食物を求めて人家付近に出没するヒグマが主です。

10

11

＊このグラフでは、ブナ・ミズナラ両方の結実調査の結果から２種込みにした豊作度を算出し 、
　1990～2009年の間の最大値（1992年）を基準値として凶作指数を求めています。

!

秋以降の捕獲数と山の実り
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が大きく年変動します
ブナ・ミズナラの結実状況

ドングリ類の結実調査は秋以降の
ヒグマ出没予測に役立つ可能性があります

渡島半島以外でも山の実りの豊凶とヒグマ出没の多寡が関係している可能性があります。
他の地域でも結実調査を行い、関係を明らかにしていく必要があります。
結実データが長期間蓄積されれば、豊凶予測を行うことも可能です。
道南部のブナ豊凶予報→ http://www.fri.hro.or.jp/03donan/buna/bunayoho.htm

（林業試験場HPで毎年更新）

課題
●調査地点数の不足、調査地域の偏り
●長期間にわたる調査の継続
●調査の担い手の確保
●豊凶の判断基準がまちまち

将来
●調査地点の広域化
●地域住民（NPO団体や市町村）との協働による調査体制の構築
●調査方法・豊凶判断基準の統一

長期データがあれば

　　「豊凶予測」も可能です！

課題

将来

秋以降の捕獲数と山の実り



あつれきを減らすには

ヒグマを農地に侵入させない

ドングリ類の結実状況によっては秋以降も対策を

・ヒグマの侵入に対する予防策が施されていない農地は、ヒグマにとって栄養価の高い食物を一度に大量に得
ることのできる、格好の場所です。ヒグマの捕獲数が６－９月に増加しているのは、農作物を採食することを
学習したヒグマが増加しているためと考えられます。
・一度被害が発生した農地は、その立地条件などから繰り返し被害が発生することが指摘されています。ヒグ
マを農地に入れないことはとても重要なのです。

・10月以降のヒグマの捕獲数は、ドングリ類の豊凶が関係していることがわかりました。今後ドングリ類の結
実調査の実施地点数を増やすことができれば、地域ごとの出没予測が可能になり、地域の実情に応じた注意喚
起と出没への備えが可能になります。今後、道民のみなさんの理解と協力を得ながら、さまざまな機関が連携
して、積極的に取り組むことが期待されます。

予防策の具体例
・電気柵：
　現在最も有効な方法で、100%に近い効果が期待できますが、
購入費用や設置にかかる負担などが普及を進めるための課題と
なっています。
・緩衝帯の整備：
　農地などの周辺を刈払って見通しをよくすることは、ヒグマ出
没防止に対して有効です。
　しかし夜間に農地に侵入するヒグマに対する効果は十分ではあ
りません。

－効果的な侵入予防のために－
・北海道立総合研究機構では、ヒグマが食害を与えるリスクの度
合いを農地ごとに表示したハザードマップの作成を行っています。
・マップを活用することで、どの農地で重点的・優先的に対策を
実施するか、また被害の発生が予想される農地には何を作付ける
かといった検討が可能になります。
・毎年の被害発生のデータを収集する際、発生箇所を地図に記録
するなど正確な位置情報とともに蓄積することで確度の高いマッ
プが作成できます。

本研究は、以下の関係各位のご理解とご援助のもとに実施されました。記して厚く御礼申し上げます。
渡島森林管理署、森町、北海道猟友会森支部、酪農学園大学、北海道電力株式会社、黒松内ブナセンター、NPO
法人北の森と川・環境ネットワーク、 NPO法人森の仲間たち、北海道総合企画部科学技術振興課・環境生活部自
然環境課・渡島総合振興局・檜山振興局

●環境科学研究センター　自然環境部
　〒060-0819　札幌市北区北19条西12丁目
　TEL：011-747-3521（代表）　
　FAX：011-747-3524
　http://www.ies.hro.or.jp/
●環境科学研究センター　道南地区野生生物室
　〒043-0044　檜山郡江差町字橋本町72-1
　TEL：0139-52-5456　FAX:0139-52-4852

●林業試験場
　〒079-0198　美唄市光珠内町東山
　TEL：0126-63-4164　
　FAX：0126-63-4166
　http://www.fri.hro.or.jp/
●林業試験場　道南支場
　〒041-0801　函館市桔梗町372-2
　TEL＆FAX：0138-47-1024
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